
（様式１）

①学校名： ②所在地：

③課程名： ④正規課程／履
修証明プログラム： ⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 72 時間
⑱要件該当授
業時数：

60時間
該当
要件

双方向
実務家
企業等

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

夜間開講、集中講義、インターネットを活用した遠隔授業

https://www.nagoya-su.ac.jp/guide/bp/

必修8科目計72時間による60時間以上の履修及び修了認定

履修証明書

学校基本法第109条第1項に定める評価を実施する。「名古屋産業大学履修証明プログラム連携協
議会」において本プログラムの成果の検証や評価を行う。また、当該検証・評価結果についてはホー
ムページにおいて公表する。

受講態度、課題レポート、筆記試験の成績を総合的に評価し合否判定を行う。

市場調査の計画･実施能力、経営企画、経営管理、金融・会計
に関する実践的能力。AI/IoTを活用したビジネスモデル構築能
力、データ処理能力。

修了者に対し、事後調査及び事後インタビューを縦断的に実施し、その結果を分析することにより効
果を検証する。

（教育課程の編成）
尾張旭市、尾張旭商工会、愛知中小企業家同友会により組織する「名古屋産業大学履修証明プロ
グラム連携協議会」において、教育課程の編成に企業等の意見を取り入れる。
（自己点検・評価）
尾張旭市、尾張旭商工会、愛知中小企業家同友会により組織する「名古屋産業大学履修証明プロ
グラム連携協議会」において、自己点検・評価を行い、企業等の意見を反映させる。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

令和2年10月1日

現代ビジネス学部教授　内山哲治 6ヵ月

本課程は、地域における中小企業活性化のための社会人リカレント教育(学び直し)の機会を提供し、ビジネス、情報、心理
という三分野の最先端の実践的学びを提供する。教育方法としては(1)実務家教員による授業、(2)双方向若しくは多方面
に行われる活発な討論を含んだ授業、(3)企業等と連携した授業の3種類が用意されている。特に、中小企業活性化のため
には情報化が必須とされているため、情報領域の授業回数を、他領域の授業回数の3倍が用意されている。

　地域における中小企業活性化の
　ための社会人リカレント教育

令和３年
４月１日

愛知県尾張旭市新居町山の田3255-5

履修証明プログラム

名古屋産業大学

中小企業に勤務する中堅職員、経営企画、経営管理、金融・会計担当者

10名

ビジネス領域からは、4科目の授業が用意される。まず、実務家教員2名より、「地域イノベーション・コラボレーション」<科目>では、業務改
善・実践的改革、これらの取り組みを実施するための外部連携能力を修得し、with/afterコロナ時代を踏まえ、現状のビジネスモデルの再
構築、地域特性を生かす能力を修得する「社会ビジネスデザイン」<科目>が用意される。そして、「市場調査論」<科目>では、市場の動向
や顧客のニーズなどを科学的な方法で調査する能力を修得し、「実践ネットワーク分析」<科目>では人的ネットワーク戦略の構築方法を修
得する。心理領域からは、2科目の授業が用意される。「産業・組織・消費者心理学入門」<科目>では、職場の効率性や生産性、モチベー
ションなどに関する産業・組織心理学の知見と、消費者行動などに関する心理学研究の知見を修得し、「職場のコミュニケーション」<科目>
では、職場におけるコミュニケーションの知識、そして、その効果的な用い方についての技法を修得する。情報領域からは、2科目が用意さ
れる。「Microsoft Access の利用技法顧客に伝わるWEBサイトづくり」<科目>では、大量データの関連性を整理してデータベースとして操
作、管理する能力を修得し、「顧客に伝わるWEBサイトづくり」<科目>では、ユーザーが企業のサイトを見たときに直感的に内容がわかるよ
うなWEBサイトづくりの能力を修得する。

中小企業
活性化

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

83%

高等学校以上を卒業し就業経験のある女性。または就業経験のある
女性で、学校教育法第９０条に規定する大学に入学することができる者

管理職に必要な経営企画、人的資源管理、金融・会計に関する
基礎知識と実践的能力。中小企業のイノベーション(コラボレー
ション･外部連携・協働・協創･ネットワーク構築)



事務担当者名： 所属部署：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

林　伸治

連絡先：
（電話番号）
（E-mail)

0561-55-5101
kyoumu@nagoya-su.ac.jp

教務課


